西芳寺
西芳寺は、約1300年前に天皇の命令により建築された49の寺院のうちの一つで、法相宗の寺院である。これは聖武天皇（701〜756年）によって出されたもので、崇敬された仏教の僧侶である行基（668〜749年）によって実行された。行基は、聖徳太子の邸宅があったとされる土地に西芳寺を建設した。聖徳太子は6世紀の摂政であり、行基と同様に日本での仏教の普及に重要な役割を果たした人物である。
自然災害ののちに修復不可能な状態になった西芳寺だが、14世紀に、松尾大社の宮司が自らの夢の中に明神が現れたことからこの寺の復興を決意したことにより、復活することとなった。この宮司は、有名な禅僧であり、また景観設計家としても一流だった夢窓国師（1275〜1351年）に請願した。1339年、夢窓国師（別名夢窓疎石）は西芳寺を禅寺として再建した。その後、この寺は、夢窓国師の手による座禅の庭のおかげもあって、瞑想の場として人気を集めるようになる。この庭園は、完璧な魂の目的地を現実世界に再現したものとしてつくられた。この場所を訪れた有名人としては、将軍の足利義満（1358〜1408年）や、生け花や茶の湯などの京都の東山文化の主導者であった足利義政（1436〜1490年）などがいる。
　夢窓国師の美しい庭には、有名な石庭、そして茶室があり、より有名な京都の他の庭園、特に金閣や銀閣の原型となったと考えられている。そして、美しい庭園を持つ多くの禅寺が、足利家が支配した室町時代につくられたが、西芳寺のように1300年におよぶ豊かな歴史を持つ寺は多くない。この寺はユネスコの世界遺産に指定されている古都京都の文化財のひとつであり、国指定史跡および名称でもある。
この寺の魅力の一つは、寺の上段と下段の庭園を覆う深い苔の微妙な色彩である。そのため、西芳寺は「苔寺」という別名のほうがよく知られている。

